
環境学習アドバイザー派遣事業実施要領  

 

１ 目的 

  この要領は、和歌山県環境学習アドバイザー派遣事業実施要綱（平成 15 年 7 月 15 日

制定）に定めるもののほか、事業の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。  

 

２ 派遣等のフロー図 
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３ 審査委員会及び登録審査基準（要綱第３条関係）  

 (1) 審査委員会の設置  

  ① 目的 

    和歌山県環境学習アドバイザー派遣事業実施要綱第３条に基づく「環境学習アドバ

イザー」の登録において、適正な事務を行い、円滑な運営を図ることを目的とする。  

  ② 審査委員会 

    ①の目的を遂行するため、和歌山県環境生活部環境政策局内に審査委員会を置く。  

  ③ 所掌事務 

    審査委員会は、次に掲げる事項を審査する。  

     ア 登録申請の審査に関すること 

     イ 上記に掲げるもののほか、登録に関し特に必要と認められること  

  ④ 組織 

    会長及び委員は、次表のとおりとする。  

会長 和歌山県環境生活部環境政策局脱炭素政策課長  

委 
 
員 

和歌山県環境生活部環境政策局自然環境課長補佐  

和歌山県環境生活部環境政策局脱炭素政策課脱炭素推進班長  

和歌山県環境生活部環境政策局脱炭素政策課政策企画班長  

和歌山県教育庁学校教育局県立学校教育課高校教育班長  

和歌山県教育庁学校教育局義務教育課教育改革班長 

 

 

 

  ① 県内の市町村、学校等からの講師派遣依頼の申請 

（別記第１号様式）※実施希望日の１０日前まで 

  ② 脱炭素政策課から環境学習アドバイザーに派遣依頼 

  ③ 環境学習アドバイザーが承諾 

 ④ 派遣先と環境学習アドバイザーに書面（別記第２号様式）に

て通知 

  ⑤ 講演会、研修会、学習会などを実施 

 ⑥ 実績報告書を脱炭素政策課に提出（別記第３号様式） 

  ※事業実施後、１０日以内に写真データと一緒に 

  ⑦ 脱炭素政策課から旅費や謝礼を支給 



(2) 登録審査基準 

   登録審査に当たっては、次の審査基準に該当する者について適任者を選定し、登録す

るものとする。 

     ア 環境省の環境カウンセラーに登録されている者  

     イ 学校の教職員等で、環境分野に対する関心が高く、高度な知識を有する者  

     ウ 環境に係る研究または行政に３年以上携わった者  

     エ 企業において、環境保全活動に関する実務経験を３年以上有する者  

     オ ＮＰＯ等の環境保全団体において環境保全活動の３年以上の経験を有する者  

     カ その他、地域に密着した文化・歴史等も含め造詣の深い者などで、審査委員

会で認めた者 

 (3) 審査委員会の会議  

     ア 審査委員会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。  

イ 会議の議長は、会長をもって充てる。  

     ウ 会議の議事は、出席委員の３分の２以上をもって決することができる。  

     エ 会議の議長は、会議に関する権限を脱炭素政策課脱炭素推進班長に委任する

ことができる。 

 (4) 関係者の出席 

   会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、必要な意見を

求めることができる。 

 (5) 庶務 

   審査会の庶務は、脱炭素政策課で処理する。 

 

４ 登録情報の提供（要綱第７条関係） 

  脱炭素政策課のホームページを通して、環境学習アドバイザーの登録情報及び、この事

業の派遣実績に関する情報も併せて提供する。  

 

５ 活動の主体及び情報の遵守 

 (1) この派遣事業による環境教育活動の主体は主催者側にあり、環境学習アドバイザー  

は補助者としての位置づけとする。 

 (2) 環境学習アドバイザーは、この事業の実施にあたり、活動で知り得た個人情報等は、 

外部に漏らしてはならない。 

 

６ 教育機関との連携 

脱炭素政策課は、教育関係機関と連携を密にし、事業の円滑な推進を図る。 

 

７ その他 

  この要領に定めのないものについては、その都度協議するものとする。  

 

  


